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潜伏キリシタン遺産

原城跡
ガイドマップ

長崎と天草地方の
潜伏キリシタン関連遺産

世界文化遺産候補

Hidden Christian Sites in the Nagasaki Region
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長崎と天草地方

離島などへ移住

「原城跡」に関するお問い合わせ

南島原市 企画振興部 世界遺産推進室
〒859-2211 長崎県南島原市西有家町里坊96-2 TEL:0957-73-6706
【HP】http://www.city.minamishimabara.jg.jp   【MAIL】sekaiisan@city.minamishimabara.lg.jp
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信徒発見
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大村藩と
五島藩の間に、
百姓移住の
協定成立
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宣教師が殉教
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全国に禁教令
1614

島原・天草一揆
1637

海禁体制確立
1641

日本に
キリスト教が伝来

1549

企画・発行／長崎県、熊本県、長崎市、佐世保市、平戸市、五島市、南島原市、小値賀町、新上五島町、天草市

は ら じ ょ う あ と

●原城跡［南島原市］

●平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）［平戸市］

●平戸の聖地と集落（中江ノ島）［平戸市］

●天草の﨑津集落［天草市］

●外海の出津集落［長崎市］

●外海の大野集落［長崎市］

●黒島の集落［佐世保市］

●野崎島の集落跡［小値賀町］

●頭ヶ島の集落［新上五島町］

●久賀島の集落［五島市］

●奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）［五島市］

●大浦天主堂［長崎市］
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はらじょうあと みなみしまばらし

ひ らど せいち しゅうらく かすがしゅうらく やすまんだけ
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「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」全体の価値における位置づけ

1700 190018001600

日本の開国 1854大村藩と五島藩の間に、百姓移住の協定成立 1797 大日本帝国憲法の成立 1889禁教高札の撤廃 1873全国に禁教令 1614 国内で最後の宣教師が殉教 1644

海禁体制の確立 1641

Ⅰ　始まり Ⅱ　形成 Ⅲ　維持、拡大 Ⅳ　変容、終わり

★キリスト教伝来 1562

★原城完成 1604

潜伏キリシタンの信仰継続にかかわる伝統

原城跡（城郭、幕府軍が最前線の拠点とした場所）

◎「原城跡」は、海禁体制の確立につながり、潜伏キリシタンが自らのかたちで信仰を続けるきっかけとな

る出来事が起こった場所です。

◎潜伏キリシタンが限られた状況の中で既存の社会や宗教と共生しながら信仰を伝えた伝統が、何を

きっかけとしてはじまったのかを示しています。

歴　史

◎原城は、キリシタン大名の有馬氏が1604年に完成させました。

◎その後、有馬氏は他所へ移り、新たな領主である松倉氏は別の場所に城を築いたために、1618年に

原城は使われなくなりました。

◎有馬地域や対岸の天草地方では、キリシタン大名が去り、禁教期に入っても多くの領民はひそかに信

仰を続けていました。

◎1637年、松倉氏の圧政や飢饉をきっかけに、有馬地域と天草地方の潜伏キリシタンが蜂起し、合流し

て原城跡に立てこもりました。

◎この出来事は「島原・天草一揆」と呼ばれています。

◎２万数千人の一揆勢は、原城跡を包囲した幕府軍の攻撃により、ほぼ全員が殺されて終結し、原城

跡は二度と使われないように石垣などが破壊されました。

◎近年の発掘調査により、一揆勢が立てこもった城内から、複数の仮設小屋の跡やメダイ、十字架など

の信心具と共におびただしい人骨がみつかっています。

◎これらは、有馬地域と天草地方の潜伏キリシタンが、禁教期に入っても組織的に信仰を維持していた

ことを示しています。

◎この一揆によってキリスト教を脅威と見なした幕府は、1639年に宣教師の潜入の可能性が高いポルト

ガル船の寄港を禁止し、海禁体制（いわゆる鎖国）を確立しました。そして、1644年には、国内で最後

の宣教師が殉教したため、以後残された潜伏キリシタンは、自分たちで信仰を続けることを余儀なくさ

れました。資産内の
見学マナー

│原城跡│の価値

島原・天草一揆 1637 信徒発見 1865

《基本情報》

文化財の名称

種 別

指 定 年

所 在 地

原城跡
史跡
1938年
南島原市南有馬町

資産内ではマナーを守って散策してください。

●道路を歩く場合は、広がらず、必ず路側帯を歩いてください。
●本丸のエリア内での喫煙はお止めください。また、全てのエリアにおける歩きながらの喫煙やたばこのポイ捨
てなどもお止めください。
●ゴミ箱を設置しておりませんので、ゴミはお持ち帰りください。
●トイレは所定の場所でお願いします。

はらじょうあと

しまばら　あまくさいっき しんとはっけん

おおむらはん ごとうはん

あ りま

まつくら

しまばら あまくさいっき

さこく



│原城跡│のガイド拡大マップ│原城跡│のガイド広域マップ
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拡大マップ（右ページ）

有馬キリシタン遺産
記念館

原城温泉 真砂

三ノ丸

湯島を望む
ビューポイント

二ノ丸出丸を望む
ビューポイント

本丸

大手口

板倉重昌の碑

A

1

B

D

C

J

I

鳩山出丸

天草丸

本丸を望むビューポイント

鈴木重成建立供養碑

二ノ丸出丸
※私有地のため立入不可
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天草四郎の碑

天草を望む
ビューポイント

一揆勢の仮設
（半地下式）小屋の跡

石垣破却状況

階段跡

ほねかみ地蔵

本丸正門跡

↖二ノ丸へ

本丸門跡

埋門跡

櫓台跡

佐分利九之丞の
墓碑

礼拝堂跡付近

E

H G

F

二ノ丸4

5

徒歩で移動

構成資産範囲

徒歩または
自動車等で移動

ガイド・案内所

休憩所

展示

ビューポイント

城の建物跡

墓地、墓碑

碑（モニュメント）等

0 重要ポイント

その他のポイント

駐車場

飲食

トイレ

A

情報発信拠点施設A
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│原城跡│の重要ポイント案内

大手口
お お て ぐ ち

1

・大手口は当時の城の主たる入り口です。
・2008年から2009年にかけて実施した発掘調査では、小石を敷き詰めた通路の跡が確認されました。また、「島原・
天草一揆」の後に、通路を使えなくするために、一部を大量の礫で埋められた状況も確認しています。
・銃弾や人骨辺なども出土しており、この場所でも戦闘が行われたことがわかっています。

三ノ丸
さ ん の ま る

ふ  つ どうざき

2

・三ノ丸は史跡の北側に位置する場所です。
・島原・天草一揆の際には布津村、堂崎村の3,500人が守備をしま
した。
・三ノ丸には、一揆を鎮圧させるため派遣され、原城跡で戦死した幕
府軍の上使である板倉重昌の碑（     ）があります。

二ノ丸出丸を望むビューポイント
に の ま る で ま る のぞ

3

二ノ丸4

・二ノ丸は本丸の次に重要な場所です。
・一揆の際には多くの百姓たちが立てこもった場所で、一揆勢の住家が密集して建てられていたと古文書（延岡藩
有馬氏家臣の報告、「原之城乗吟味帳」）に書かれています。

肥前国高来郡有馬浦原之城図（長崎歴史文化博物館所蔵）

島原の乱図巻（南蛮文化館所蔵）

・二ノ丸出丸は、高台に一揆勢が守備し、その下の低地で幕府軍と対峙した戦いの最前線です。
・低地の部分には、幕府軍が一揆勢からの攻撃を防ぐために竹束や柵などを築きました。
・幕府軍による最後の総攻撃の際には、この二ノ丸出丸付近から城内に攻め入りました。

古戦古城之図（国立公文書館所蔵）

※私有地のため視点場から見学してください。

C

肥前嶋原合戦図（名古屋市博物館蓬左文庫所蔵）

のぞ

に の ま る

のべおか

ありま は ら のしろ のりぎん み ちょう
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一揆勢の仮設（半地下式）小屋の跡

・本丸の西側にあたるこの場所では、発掘調査に
よって、一揆勢が地面を掘り込んで作ったと思わ
れる急ごしらえの住居跡が確認されました。
・後世に描かれた「島原陣図屏風」には、このよう
な竪穴建物と思われる半地下式の小屋が描か
れています。
・1カ所当たりの区画は2～3ｍ程度で、深さは40cm
程度、9区画並んで発見されています。同時に、木
炭や人骨、信心具も発見されています。

半地下式の小屋跡（発掘調査時の写真） 現在の状況

半地下式の小屋が描かれた絵図（「島原陣図屏風」、朝倉市秋月博物館所蔵）

い っ き ぜ い か せ つ こ 　 や あとは ん ち か し き

本丸門跡
ほ ん ま る も ん あ と

・本丸門跡は、本丸に通じる最後の
門の跡です。
・本丸は、一揆勢の指導者である益
田四郎が居を構えていた場所で
すが、本丸門付近には益田四郎が
最後を迎えた建物があったとされ
る古文書の記録が残っています。
・また、細川家の文書には四郎家と
書かれた地図も残っています。
・廃城となる以前は、城主がいた場
所でもあり、城主の住む建物など
がありました。

・埋門跡は、本丸から入って2番目の入口があっ
た場所です。
・ここでは、一揆後の城跡の徹底的な破壊のし
かたを、3つの段階に分けて表現しています。
　1段階 ⇒ 石垣の大きな石を落とした状況
　2段階 ⇒ 大きな石を安定させていた裏の小
　　　　　石などを落とした状況
　3段階 ⇒ 周囲の土で埋めてしまった状況

埋門跡
うずみもんあと

発掘調査で確認された人骨（発掘調査時の写真）

・本丸は、原城跡のもっとも重要な場所です。
・本丸は、16世紀末頃に日本の城郭で本格的に導入され始めた石垣で全体を囲まれていました。
・一揆鎮圧後、幕府軍から城の破壊命令が出されたという記録があり、発掘調査では、石垣の破壊など
の痕跡などが多数確認されています。

│原城跡│の重要ポイント案内

本丸正門跡

本丸5
ほ ん ま る

ほ ん ま る せ い も ん あ と

5 -1

5 -2

A※人骨や信心具の出土状況は有馬キリシタン遺産記念館（  　）にレプリカを展示しています。

・本丸正門は、本丸の最初の入口の跡です。
・発掘調査では、破壊された石垣の石材の下から成人男性のほか、女性や子供の多数の人骨が確認さ
れました。
・人骨の出土状況から、この地域の百姓たちが一揆に家族単位で参加していたことがうかがえます。

5 -3

5 -4

しま ば らじ ん ず びょうぶ

だ  し  ろ う

ます

ほそかわ



9 10

れ い は い ど う あ と ふ き ん

礼拝堂跡付近

・本丸の北側の広場からは発掘調査で建
物の痕跡が確認されました。また、メダイや
十字架などの信心具も発見されています。
・本丸には、一揆の当時、礼拝堂が建てら
れ、キリシタンの教えを説いていたという記
録が残されています。
・幕府軍の徹底的な破壊によって、詳しい
場所は特定できませんが、この付近に礼
拝堂があった可能性があります。

いしがきはきゃくじょうきょう

石垣破却状況
・本丸北側の石垣でも一揆後の原城跡の破壊の痕跡
を確認することができます。この場所も石垣の破壊の
状況を示しており、破壊された痕跡をそのまま展示し
ています。

発掘調査で出土した信心具
（メダイ、有馬キリシタン遺産記念館所蔵）

「十」の字が描かれた建物（「原城攻囲図」、東京大学史料編纂所所蔵）

過去と現在のエリア比較

過去

現在

現在の原城跡

「原城攻囲図」、東京大学史料編纂所所蔵

│原城跡│の重要ポイント案内

櫓台跡
やぐらだいあと

・櫓台跡は、三層程度の建物があった
と考えられる場所です。
・櫓台跡の存在は、一揆の様子が描
かれた古い絵図などで確認できます
が、一揆の後、この場所は土などで
埋められた状態になっていました。
・発掘調査で発見された際、石垣の上
部や角が大きく破壊された状態でし
た。これは一揆後の幕府軍の破壊に
よるものです。

5 -5 5 -7

5 -6
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天草四郎の碑G

ホネカミ地蔵E

・ホネカミ地蔵は、一揆の約130年後の1766年、北有馬村願心寺の住職や南
有馬村の地域の代表者らが、原城跡に残されていた遺骨を敵味方なく拾い集
め、供養した地蔵塔です。

佐分利九之丞の墓碑H

・佐分利九之丞は、鳥取県の池田家の家臣で、一揆の使者として派遣された人
物です。
・幕府軍の総攻撃にあたり、先陣をきって進撃しましたが、本丸において遂に倒
れました。
・彼は刀を採り、傍らにあった自然石に自らの姓名と年月を彫り込んだものと伝
えられ、その自然石がそのまま墓碑となっています。

あ ま く さ し ろ う ひ

さ ぶ り き ゅ う の じ ょ う

天草を望むビューポイントF

・原城跡本丸からは、東から南側にかけて天草諸島を望むことができます。
・天草地方の住民は海を渡って島原・天草一揆に参加しました。
・天草諸島の南側には、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資
産の一つである『天草の﨑津集落』があります。

・総大将として一揆軍を率いた益田四郎の碑です。
・両親は天草の大矢野出身で、父親の益田甚兵衛はキリシタン大名である小西行長の家
臣でした。
・南島原市西有家町の民家の石垣に使われていたものが、ゆかりのある原城跡に移設さ
れました。

板倉重昌の碑C

・板倉重昌は、一揆をしずめるため幕府軍の総大将として派遣されましたが、
1638年に自ら原城跡に攻め込み戦死しました。
・現在設置されている供養碑は1681年に製作されましたが、幕府に許可されな
かったこともあり、現在地に設置されたのは1797年でした。

湯島を望むビューポイントD

・原城跡の東側の有明海に浮かぶ湯島は、一揆勢の首謀者がしばしば会議を
開いたことから「談合島」とも呼ばれています。
・湯島の談合の際には、益田四郎を一揆の総大将にすることが決定したとの記
録も残っています。
・湯島には、島の頂上に「談合嶋之碑」が建てられ、キリシタン墓碑も2基確認さ
れています。

い た く ら し げ ま さ ひ

ゆ し ま の ぞ

●所在地／南島原市南有馬町丁133 TEL:0957-85-3155
●U  R  L／http://www.harajoumasago.jp/

原城温泉 真砂
・原城跡を散策する場合は、こちらに駐車してください。
・館内には南島原の特産品などを販売するショップのほか、雲仙や天草が一望
できる大浴場、レストランなどがあります。

B

有馬キリシタン遺産記念館　

•日野江城跡と原城跡の歴史ストーリーを発信するガイダンス施設。
•キリスト教伝来や日野江城を拠点にしていた有馬氏の栄光、天正遣欧使節を育んだキリシタン史の華やかな「光」
と、一方で有馬氏の失脚からキリシタン弾圧、そして原城を舞台とした島原・天草一揆へと暗転する「影」の2つの物
語で構成する。
•日野江城跡から発掘された中国の陶磁器をはじめ、原城跡出土の鉄砲玉を使ったとみられる十字架などのキリシ
タン遺物も展示している。

A

●所在地／南島原市南有馬町乙1395 Tel: 0957-85-3217
●営業時間／9：00～18：00
●休館日／毎週木曜日、12月29日～1月3日
●入場料金／
　個人：一般（300円）、高校生（200円）、小・中学生（150円）
　団体（20人以上）：一般（250円）、高校生（150円）、小・中学生（100円）
　▼身体障害者手帳などをお持ちの場合
　個人：一般（150円）、高校生（100円）、小・中学生（70円）
　団体（20人以上）：一般（120円）、高校生（70円）、小・中学生（50円）

あ り ま い さ ん き ね ん か ん じ ぞ う

あ ま く さ の ぞ

ま さ ごはらじょうおんせん

│原城跡│のその他のポイント案内

※「潜伏キリシタン関連遺産」に関する展示を行っています。

てんしょうけん おうしせ つ

うん ぜん

ありあけか い

がんしんじ

お お や の ま す だ じ ん べ え こ に し ゆ きな が

に し ありえ

だんごうじま

ひ の え じ ょ う あ と



※イラストはイメージです。

※イラストはイメージです。
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本丸を望むビューポイントJ

・本丸は、海岸段丘の上に存在しており、切り立った断崖は30ｍの高さです。
・原城が軍事的に海を意識した場所に築かれたことがよくわかります。

鈴木重成建立供養碑
・この供養碑は、一揆の後天領になった天草の初代代官で、一揆にも参加した
鈴木重成が、一揆の10年後に建立した供養碑です。
・この辺りでは、一揆の際、幕府軍と一揆勢が会談を行ったという記録が残って
いる場所でもあります。

す ず き し げ な り こ ん り ゅ う く よ う ひ

ほ ん ま る の ぞ

ひ の え じ ょ う あ と

日野江城跡
・自然地形を利用した日本式の山城で、有
馬氏の居城跡です。
・キリシタン大名有馬氏と宣教師との交流
の舞台であり、有馬地域に形成されたキリ
シタンの共同体と密接に関わった代表的
な遺跡です。

│原城跡│のその他のポイント案内

文化財の名称

種 別

指 定 年

所 在 地

日野江城跡
史跡
1982年
南島原市北有馬町

《基本情報》

I
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